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漢
代
に
成
立
し
た
い
わ
ゆ
る
『
傷
寒
雑
病
論
』
に
つ
い
て
は
、

歴
代
の
中
日
両
国
学
者
に
よ
る
解
釈
が
盛
ん
に
試
み
ら
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
原
文
に
基
づ
く
注
釈
文
は
遥
か
に
豊
富
に
な

っ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
傷
寒
雑
病
論
」
の
奥
深
い
内
容

の
難
解
さ
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
本
文
で
は
同
時
代
に
、
中

国
学
者
が
及
ば
な
い
ほ
ど
の
江
戸
学
者
の
優
れ
た
考
証
例
を
あ

げ
、
両
国
の
同
好
の
士
に
贈
る
。

『
傷
寒
論
』
平
脈
法
の
「
今
月
之
内
」
に
つ
い
て
の
諸
注
は
牽
強

で
あ
る
。
し
か
し
、
方
有
執
が
「
誤
り
の
疑
い
あ
り
」
と
指
摘
し

て
い
る
。
森
立
之
『
傷
寒
諭
孜
注
」
に
は
「
今
月
」
の
二
字
は
、

お
そ
ら
く
「
分
肉
」
の
説
り
で
あ
る
。
六
朝
以
後
、
肉
が
月
に
誤

り
、
更
に
、
今
が
分
に
誤
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
「
分
肉
之
内
」
と

す
る
と
、
そ
の
義
が
明
ら
か
な
る
、
と
言
っ
て
い
る
。

さ
て
、
肉
と
月
の
説
の
例
が
明
・
方
以
智
「
通
雅
」
に
も
見
ら
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秀
梅
・
加
藤
久
幸

れ
る
。
巻
十
一
・
天
文
・
『
准
南
』
覚
冥
訓
「
弄
請
不
死
之
薬
干
西

王
母
、
蟷
蛾
霜
以
奔
月
」
。
方
以
智
注
「
奔
月
は
堂
肉
に
作
る
べ
き

だ
。
つ
ま
り
、
死
ん
だ
畜
の
肉
に
薬
を
ぬ
っ
て
、
生
き
返
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
の
だ
。
後
世
、
月
宮
に
入
っ
た
と
の
誤
伝
が
続

い
て
い
る
」
。
一
字
の
正
し
い
考
証
に
よ
り
、
千
古
の
美
し
い
物
語

を
道
破
さ
れ
た
罪
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

「
鼻
鳴
乾
嘔
者
桂
枝
湯
主
之
」
の
鼻
鳴
に
つ
い
て
、
一
般
的
に
鼻

塞
而
息
鳴
と
解
釈
し
て
い
る
。
森
立
之
の
詳
細
な
考
証
に
よ
る

と
、
鼻
鳴
は
『
傷
寒
論
」
の
ほ
か
に
、
『
万
葉
集
」
と
『
請
病
源
候

論
』
に
し
か
記
載
さ
れ
な
い
極
め
て
稀
な
言
葉
で
あ
る
。
『
万
葉

集
」
に
は
鼻
鳴
を
波
奈
比
、
噴
喧
と
訓
す
る
。
『
和
名
類
聚
紗
』

弓
玉
篇
」
云
瞳
、
丁
計
反
。
波
奈
比
流
、
噴
鼻
也
」
と
、
中
日

字
書
を
考
察
し
た
上
で
、
鼻
鳴
が
「
久
左
米
（
瞳
）
」
を
指
し
て
い

る
こ
と
が
証
明
さ
れ
、
慣
用
に
な
る
錯
誤
を
匡
し
た
。

『
金
置
要
略
」
に
は
「
風
中
子
前
、
寒
中
子
暮
」
が
あ
る
。
さ
ま

ざ
ま
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
が
、
意
味
が
通
ら
な
い
。
後
藤
慕
庵
が

「
前
与
朝
点
画
近
似
、
或
誤
認
朝
字
作
前
」
と
述
べ
て
い
る
。
更

に
、
伊
沢
蘭
軒
が
「
前
疑
朝
訓
。
朝
蒙
体
作
軸
。
前
蒙
体
作
前
字
、

字
形
近
似
而
訓
」
と
明
言
し
た
。
『
魏
彰
城
武
宣
王
妃
李
氏
墓
志
』
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で
は
朝
の
俗
体
が
朝
に
な
り
、
「
晴
関
明
墓
志
」
で
は
前
の
俗
体
が

前
に
な
る
。
「
翰
前
」
二
字
の
字
体
が
相
似
す
る
の
で
、
共
に
誤
る

の
は
有
り
得
る
こ
と
で
あ
る
。
清
末
学
者
の
陸
淵
雷
が
「
中
前
中

暮
、
文
意
不
明
。
『
金
鑑
」
以
為
早
、
亦
於
詰
訓
無
徴
」
と
遺
憾
の

意
を
表
わ
し
て
い
る
が
、
江
戸
学
者
の
訓
釈
で
す
っ
か
り
疑
念
が

と
け
る
だ
ろ
う
。

『
傷
寒
論
」
太
陽
病
「
此
本
有
寒
分
也
」
に
つ
い
て
森
約
之
は

「
分
字
、
寒
字
半
下
枇
裂
誤
術
者
。
『
玉
函
」
及
「
翼
」
無
分
字
、

可
従
正
也
。
『
総
病
論
』
水
氷
也
地
裂
。
也
字
、
地
之
誤
術
在
上
者
、

与
此
寒
分
同
例
」
と
論
ず
る
。

「
金
置
要
略
』
に
は
「
脈
脱
入
蔵
則
死
、
入
府
即
愈
、
何
謂
也
」

に
つ
い
て
は
多
紀
元
堅
、
喜
多
村
直
寛
は
脈
脱
の
間
違
い
を
疑
っ

て
い
る
。
山
田
業
広
は
脈
が
血
気
の
誤
写
で
脈
に
な
り
、
更
に
脱

が
脈
の
形
誤
で
術
文
で
あ
る
。
す
る
と
、
「
血
気
入
蔵
則
死
」
が
前

文
の
意
に
対
し
て
一
番
相
応
し
い
注
釈
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
例
か
ら
、
江
戸
学
者
達
が
深
く
校
讐
学
知
識
を
持
っ

て
い
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
清
代
著
名
な
考
証
学
家
愈
樋
の

「
古
書
疑
義
挙
例
等
七
種
」
の
一
字
誤
為
二
字
例
・
二
字
誤
為
一
字

例
に
は
類
似
の
例
を
よ
く
挙
げ
て
い
る
。
例
え
ば
「
孟
子
」
公
孫

丑
篇
「
必
有
事
焉
而
勿
正
心
」
は
「
日
知
録
』
の
槐
文
節
の
説
に

よ
る
と
、
「
必
有
事
焉
而
勿
忘
」
に
作
る
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
「
正

心
」
が
「
忘
」
字
に
分
裂
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
礼
記
」
檀

弓
篇
「
従
母
之
夫
舅
之
妻
、
二
夫
人
相
為
服
」
が
あ
る
。
「
夫
」
字

が
「
二
人
」
の
誤
合
で
あ
り
、
術
文
で
も
あ
る
。

古
書
が
古
い
時
代
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
過
程
に
魯
魚
の
説
は
免

れ
ず
、
疑
い
も
な
く
信
じ
込
む
の
は
危
う
い
。
間
違
え
た
ま
ま
解

釈
す
る
と
、
限
り
な
い
害
を
残
す
。
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